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主論文要旨 
《本文》 
近年，地震などの防災・減災，地下水資源の分布，塩淡境界の解明が重要な課題となっ

ており，地下構造の詳細な把握が重要となっている。地下構造の把握には、ボーリングな

どの地質構造を直接測定する方法や間接的に測定する物理探査手法が挙げられる。前者は

多くの費用が必要となるため、広範囲を測定するには適していない。後者は広範囲を測定

でき、かつ安価で実施することができる。従来、地質構造の把握には物理電気探査法の中

でも音波探査や地震探査が用いられてきた。しかしながら、それらの探査法は大規模な測

定しシステムが必要な場合が多い。また、地下水などの水の移動の把握には適していない。

そこで物理探査手法の中の電気探査に注目した。電気探査は人工的に電気を地盤中に流し，

その電位差によって地下の構造を明らかにする技術である。比較的簡易なシステムで広範

囲を測定できるため，従来から多く用いられてきた。また、比抵抗という物性値を使用す

るため、水の移動をトレースすることもできる。 

従来、地下構造の把握や水の移動特性は多くの研究がされている。しかしながら、断層

や地質構造の違いが水の移動に与える影響を調べた研究はない。そこで本研究では，対象

地域である有明・八代海にて広域の底質分布を示し，電気探査を用いて，比抵抗，充電率

などの物性値を求め，断層構造周辺の地下構造を明らかにした。さらにそのデータを用い

て地下水の移動や塩淡境界面の変動が時間的にどのように変化するかを捉えた。以下に各

章の内容をまとめる。 

第 1 章では研究背景、研究目的と研究の概要をまとめた。 

 第 2 章では研究対象地域である有明・八代海の現状と底質状況について述べた。近年，

有明・八代海は赤潮の頻発化を始めとする海域環境悪化に関する問題が顕在化している。

問題に対処するには海域特有の環境特性を理解し，その場に応じた対策が必要である。そ



こで，海域環境特性を把握することを目的として，底質及び底生生物の現地調査を実施す

るとともに，環境省による底質及び底生生物の調査結果により，その時系列変化を考察し

た。 

第 3 章では海底に伏在している断層構造と地下水の湧出経路を測定した。近年，海底下の

伏在断層の動きに起因した地震が生じている。海域の活断層は堆積物で覆われているため位置や

分布を把握するのは難しい。そこで，本研究では有明海，八代海を対象に選び，曳航型海底電気

探査による比抵抗分布によって海底下 40 m まで地質構造を明らかにすることを目的とした。曳

航型海底電気探査法は、海底面に沿わせて電極ケーブルを曳航し測定する手法である。測

定に使用したケーブルは全長 250 m、電極数は 20 とした。電極配置は操船の状況を考慮し、

3 極法を適用した。有明海，八代海で計 25 km の測線を設定した。海水補正を行ったインバ

ージョン解析手法を使用した。有明・八代海ともに同様な堆積構造を示すことが分かった。

また、日奈久断層の延長線上では約 10 O･m の周囲とは異なった比抵抗異常を示した。これ

は陸域の日奈久断層が海域へと連続していることを示しており、陸域－海域の地下水湧出

経路を示している可能性が高い。 

 第 4 章では沿岸域の水理地質構造を明らかにするために有明海沿岸で測定を実施した。

対象地域は宇土半島の御輿来海岸とした。ここは陸域に断層と考えられている上網田断層

が存在しており，海域への連続性が推測される。そこで，沿岸域の地質構造の連続性と断

層構造周辺の地下水の動きを解明することを目的とした。測定は 2007 年から 2010 年まで

行い、計 6 本の測線を設定した。測線長は測定と地形の状態を考慮し 260 m と 150 m とし

た。解析は非線形最小二乗法を使う RES2DINV を用いた。海岸に平行な測線の 150 ｍ地点

で断層と考えられる比抵抗の変化がみられた。また、海岸と垂直に設定した測線でも断層

構造と考えられる比抵抗異常を捉えることができた。塩淡境界面の時間的変動では 20 m 以

深で礫層を選択的に地下水が流れていくことが分かった。 

 第 5 章では AMT 法による陸域の深部地質構造をイメージングした。宇土半島に存在する

確実度Ⅱの上網田断層を対象とした。8 測点により取得されたデータに，回転不変量である

インバリアントモードと，断層の走向で決められる TE・TM モードを設定し，最適平滑化

拘束付き 2 次元インバージョン解析を行った。その結果，水平方向 1.8 km，深度 1 km の範

囲において特徴的な比抵抗分布が得られた。比抵抗分布図と宇土半島周辺の地質図とを比

較したところ，断層の規模や深部構造が明らかになり，比抵抗分布の不連続面は地質図に

よる断層の位置に対応した。また，宇土半島を形成する地質の 1 つである白亜紀の姫浦層

群の分布が，広範囲にわたる高比抵抗帯として推定できた。 

第 6 章では，各章で得られた結果と今後の課題について述べた。 

 
 


